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橋梁設計におけるフロントローディングの取組み 
INTRODUCTION TO FRONT LOADING INITIATIVES IN BRIDGE DESIGN 

 

 

 

 

1．はじめに 

フロントローディングとは，製造工程において前倒し

が可能な作業を工程の初期段階で実施し，生産効率の向

上や不具合の早期発見を通じて，品質の向上を図ること

を目的とした取り組みである．工程の初期段階で問題抽

出と対策を講ずることで，生産情報処理や製造工程で発

生する手戻りや不具合を早期に防ぐことができるため，

全体的なコスト削減に効果があると期待されている． 

本稿では，橋梁設計における DX 導入によるフロント

ローディングの実現に向けての取り組みを示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．業務フローの見直し 

従前とフロントローディングを反映した業務フロー

を図-1 に示す．従前の業務フローでは，設計照査を実施

後に材料発注を行い，その後に生産情報処理を開始して

いた．しかし，このフローでは，設計照査段階の保留項

目による作業進捗の停滞，部材配置の干渉に伴う構造変

更の対応，当初設計の不具合による手戻りが発生し，作

業の遅延，作業効率の低下が生じていた．また，材料発

注の際には，数量チェック，製作情報の反映など，多く

の人的作業が求められ，付随するヒューマンエラーの対

策が課題であった．そこで，工事契約後 1 ケ月間をフロ

ントローディングの重点期間と位置づけ，新たに 3D モ

デルの活用と自動チェックシステム(C)(D)を導入するこ

とで，生産情報処理による手戻り防止と材料発注のヒュ

ーマンエラーの削減を目指した業務フローを構築した． 

新たな業務フローでは，工事契約後の初期段階より，

③設計処理と④生産情報処理を並列で進行させ，製作に

関わる照査を実施する方式に見直した．また， (A)鋼橋

CIM システム 1)にて付属物 3D モデルを作成し，(B)生産

情報処理システムにより出力される主構造 3D モデルと

重ね合わせ，(C)鋼橋干渉チェックシステム 2)を用いて，

初期段階で干渉チェックを実施し，後工程での手戻りを

防止しながら作業効率を向上させた．さらに，材料発注

では，(D)数量データマッチングシステムを開発し，不具

合削減に取り組んだ．次節にて新たな業務フローの構築

で取り入れた各システムの概要について説明する． 

 

3．フロントローディングの取組み 

3.1 3D モデルの作成と活用 

 新たに構築したフローでは，上述したように，工事契

約後すぐに生産情報処理を実施する．まず，JIP テクノサ

イエンス株式会社の鋼鈑桁・任意断面鋼箱桁橋生産情報

処理システム（以下，MIPSON）を用いて，生産情報処理

を実施し，主構造の 3D モデルを作成する．また，同時

にオフィスケイワン株式会社と共同開発した鋼橋 CIM

システム 1)（以下，CIM-GIRDER）を用いて，付属物の 3D

モデルを作成し，相互のモデルを統合する．この統合し  
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図-1 従前とフロントローディングを反映した業務フロー
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たモデルに対し，新たに共同開発した鋼橋干渉チェック

システム 2)による干渉チェックを実行する．  

付属物の 3D モデル作成に用いた CIM-GIRDER は，鋼

橋上部工の設計・施工に特化した 3D モデルを作成する

システムである．線形座標，構造寸法などの設計情報を

入力し，実行することで鋼橋上部工の 3D モデルを

AutoCAD に出力することができる．一方，鋼橋干渉チェ

ックシステムは，3D モデルを用いて，干渉や近接・離隔，

動線確認等の不具合箇所を自動で検出することが可能と

なっている．図-2 に本システムによる干渉箇所の検出結

果を示す．従来は，図面照査担当者が 3D モデルを目視

で確認していたため，不具合の検出漏れが生じていたが，

本システムを活用することで，干渉等の不具合検出漏れ

がなくなり，図面照査担当者の熟練度に頼ることなく，

正確な干渉，近接箇所の検出が可能となる．  

3.2 数量データマッチングシステムの活用 

これまでの材料手配資料の作成は，人的作業が多く，

ヒューマンエラーの削減が課題であった．そこで，材料

発注におけるヒューマンエラーの防止，工数削減を目的

に，自動マッチングシステムを独自に開発した．  

本システムは，以下の機能を有する．  

(1) 数量計算書を共有フォーマットに変換  

(2) 相互の数量データを自動マッチング  

この機能により，生産情報が考慮されていない契約数量

と MIPSON から出力される数量データが自動マッチング

されるため，数量の差分が明確となる．図-3 に自動マッ  

 

 

 

 

 

 

 

チングの結果を示す．MIPSON からの数量データには，

生産情報（製作キャンバー，溶接収縮量，桁端倒れ量等）

が付与されているため，自動マッチングにより，契約数

量との比較や材料の不足を未然に防ぐことが可能となり，

製作段階での材料不足の発覚などの削減が期待できる．  

 

4．おわりに 

本稿では，橋梁設計のフロントローディングの取り組

みを紹介した．工事契約後，1 ケ月間の重点期間で生産

情報処理システムを活用した 3D モデルによる干渉確認，

生産情報を付与した数量の自動マッチング検証を設計照

査と並行して行うことで初期段階における不具合の削減

および作業の効率化を目指した．今後も継続して取り組

むことで，以下の効果を期待している．  

(1) トータル的な工期短縮及びコストダウン 

(2) 材料発注の自動化による不具合の削減 

(3) 自動化による設計照査業務の品質向上 

 橋梁設計におけるフロントローディングは，初期段階

での対策を行うことで後工程の手戻りを削減し，品質の

向上，コスト削減に寄与する有効な手段である．今後，

デジタルツールのさらなる進展により，フロントローデ

ィングの重要性はますます高まり，橋梁設計業務の一層

の効率化が期待される． 

最後に，鋼橋 CIM システム，鋼橋干渉チェックシステ

ムの共同開発者であるオフィスケイワン株式会社を中心

とした関係各社の皆様，数量データマッチングシステム

の共同開発者である SoftBridge 株式会社に感謝の意を表

します． 
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図-3 数量データマッチング結果

図-2 鋼橋干渉チェックシステムによる干渉検出 


